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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 108 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

都道府県名 和歌山県 田辺市 田辺市街地地区

計画期間

１．交流人口の増大を図るための街なか環境整備を図る。
２．賑わいの創出と活性化を図るための商業機能の再構築の推進。
３．街なか居住を高めるための都市基盤整備の推進。

・平成19年には高速道路の南紀田辺I.Cが整備され田辺市と京阪神地域が直結したことから大阪から約120分、京都神戸から約150分でアクセスが可能となり京阪神から田辺市内への流入人口も増

　田辺市は紀伊半島の南西側、和歌山県の南部に位置し、穏やかな気候と自然に囲まれた、県下で２番目の人口規模をもつ中核市として発展してきたまちである。また、平成１７年５月には旧田辺市
と近隣の４町村が合併し、面積は1,026.77k㎡で、近畿圏内において最大の市域を有する新田辺市として生まれ変わった。そのエリアはナショナル・トラスト（自然環境保全）運動の発祥地である天神崎
を含む海岸地域から世界遺産に登録された中辺路、小辺路などの熊野参詣道や熊野三山の１つである霊場としての熊野本宮大社等の山域までを包括する。そのなかでも旧田辺市中心市街地は古
くは平安時代の中頃より熊野参詣道である中辺路と大辺路の分岐点として人々が集い、行き交う場であり、宿場町として多くの史跡も残っており、それ以来田辺藩主の城下町として発展し今日におい
ても市役所や税務署、JR紀伊田辺駅をはじめ１０もの商店街が集積している政治・経済・文化・交通の中心地として機能を果たしている。
　また田辺市中心市街地は近代においてJR紀伊田辺駅を玄関口として発展してきた経緯があり、駅周辺の幹線道路整備と商店街活性を目指した沿道区画整理型街路事業を実施したり、アオイ通商
店街ではその街路事業を契機に高齢者に着目したコミュニティ施設を整備し、様々な教室やNPO団体等の地域活動を促進して地域住民との交流を図るような事業を展開している。また、現在整備中
である駅南側の道路改良工事が平成21年度に完成予定で、この区間が開通すると中心市街地を東西に走る幹線道路が繋がり市街地の道路網整備が大きく進む。

交付期間 25

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 20 25

％ 20 25

％ 20 25

定　　義

・平成19年には高速道路の南紀田辺I.Cが整備され田辺市と京阪神地域が直結したことから大阪から約120分、京都神戸から約150分でアクセスが可能となり京阪神から田辺市内への流入人口も増
えている。しかし、高速道路や南紀田辺I.Cから繋がる広域幹線道路は中心市街地から離れた箇所に整備されており、当地区への訪問者数はあまり増加しているようには感じられない。また、居住並
びに経済活動エリアの市郊外への拡大や、少子高齢化並びに市街地への訪問者数の減少等により市街地の賑わいや活性化が衰退してきており、これまでも市街地の経済活性化を図る施策をソフ
ト・ハードの両面で取り組んできたが、拡散する市街地に歯止めがきかず市街地機能再生には至っていないのが現状である。
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3,200

30 29

地区内空店舗率 地区内における商店総数に対する空店舗数を調査
商店街活性化を表す指標として、年々増加している空店舗の変化
を観測する。

　本市街地は、田辺市の中心地であるが、商店街の衰退や人口減少に伴う少子高齢化等によりその賑わいや活性化が衰退してきている。少子高齢化と人口減少が進む当地区での人口増加を図る
ための魅力的な住環境整備と併せて、中心市街地の玄関口と位置づけしているＪＲ紀伊田辺駅前を中心としたハード整備により歩行者等の回遊性を高め、商業活性化施策との相乗効果により市街
地の再生を図る。
 　また、本市街地は世界遺産に登録された熊野本宮大社や熊野参詣道の玄関口としても位置することから、来訪者に対しても世界遺産への観光の玄関口にふさわしい魅力ある環境整備が必要で
ある。

　田辺市は、熊野古道をはじめ世界に誇れる自然や歴史、文化など多様な地域資源を持っています。その資源と和歌山県南部の中核を担う都市的機能を有機的に結びつけることにより、居住性の
向上や商業機能の再構築だけでなく市民、商業者とも連携を図りながら、観光発信基地としても魅力あるまちづくりを進め、中心市街地の活性化を進めます。

指　　標

歩行者及び自転車通行量 休日における区域内の歩行者等の通行量を調査
本市街地の活性化の進展を表す指標として交流人口の変化を観
測する。 2,842

市内平均よりも高齢化率が高い区域内において、街なか居住の
向上・街なか活力を表す指標として、激減している活力ある世代
（４０歳未満）の居住率が事業により横ばいとなるかを計測する。

目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値
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地区内の活力ある世代の居住率 住民基本台帳により地区内の居住人口を調査



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

道路事業（基幹事業/コミュニティ道路整備（市道湊栄町１号線））、地域創造支援事業（提
案事業/中心市街地開業支援事業、街なか住み替え支援事業）、まちづくり活動推進事業
（提案事業／まちづくりプロジェクト支援事業）

「整備方針３」　街なか居住を高めるための都市基盤整備の推進。

方針に合致する主要な事業

「整備方針１」　交流人口の増大を図るための街なか環境整備を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・歩行者の安全性、快適性及び回遊性を向上させるため歩道空間整備する。
・市内平均よりも高齢化率が高まっている本区域内において、減少している活力ある世代（４０歳未満）の定住促進のため、区域内へ住み替
える子育て世帯に対する家賃補助等により、さらなる高齢化の抑止を図る。
・まちづくり会社が実施する空き店舗、空き家、共同住宅の情報提供への支援をする。

道路事業（基幹事業/中屋敷下浜田線・湊８８号線・湊８９号線整備・コミュニティ道路整備
（市道湊栄町１号線））、地域創造支援事業（提案事業/中心市街地家賃補助事業、街なか
住み替え支援事業）、まちづくり活動推進事業（提案事業／まちづくりプロジェクト支援事
業）

・世界遺産である熊野古道の玄関口としてますます多くの観光客の誘致が求められていることや、平成２７年に予定されている和歌山国体の
開催を展望した対応も踏まえ、JR紀伊田辺駅前広場の改修で交通機能強化や景観の向上を図るとともに、併せて駅前の歩道空間も整備し
来街者の市街地内への回遊性を高める。

道路事業（基幹事業/JR紀伊田辺駅前広場改修、中屋敷下浜田線・湊８８号線・湊８９号線
改良、コミュニティ道路整備（市道湊栄町１号線））、まちづくり活動推進事業（提案事業／
まちづくりプロジェクト支援事業）

「整備方針２」　賑わいの創出と活性化を図るための商業機能の再構築の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・空洞化が急激に進む商店街地域で年々増加している空き店舗の活用を推進し、店舗の立地促進による商業集積の向上と商店街地域の賑
わい創出を図る。

その他

＜都市再生整備計画の整備方針等＞
【記入要領】

・必要であれば適宜欄の拡大、行の追加をすること。

・「計画区域の整備方針」欄は、目標を達成するために具体的に何をするのかを簡潔に箇条書きするとともに、欄の右にある「方針に合致する主要な事業」欄に、本計画に位置付けられている事業のう
ち当該整備方針に合致する主要な事業の事業名を記入すること(１つの事業が複数の方針に合致することもあり得る)。

交付期間中の計画の管理について、各種の事業を円滑に実施し、目標に向けて確実な効果をあげるために、関係各課並びに商工会議所・まちづくり会社等と協力して事業成果を確認し、随時市民に情報公開する。

える子育て世帯に対する家賃補助等により、さらなる高齢化の抑止を図る。
・まちづくり会社が実施する空き店舗、空き家、共同住宅の情報提供への支援をする。

住み替え支援事業）、まちづくり活動推進事業（提案事業／まちづくりプロジェクト支援事
業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 田辺市 直 ５，０００㎡ 21 24 21 24 75 75 75 75

田辺市 直 Ｌ＝70ｍ 23 23 23 23 5 5 5 5

田辺市 直 Ｌ＝135ｍ 21 21 21 21 16 16 16 16

田辺市 直 Ｌ＝150ｍ 22 22 22 22 27 27 27 27

田辺市 直 Ｌ＝500ｍ 21 24 21 24 97 97 97 97

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

　市道湊８９号線

　市道中屋敷下浜田線

－

－

　市道湊８８号線

　コミュニティ道路（市道湊栄町１号線

－

事業主体事業箇所名事業
細項目 うち民負担分

　ＪＲ紀伊田辺駅前広場

－

－

直／間
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

規模

交付対象事業費 334 交付限度額 137 国費率 0.41

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 220 220 220 220 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
　中心市街地開業支援 田辺市 直 75件 21 25 21 25 23 23 23 23

田辺市 直 100件 21 25 21 25 82 82 82 81

田辺市 直 － 21 25 21 25 5 5 5 5

－ 0

－ 0

田辺市 直 － 21 25 21 25 5 5 5 5

－ 0

合計 115 115 115 114 …B
合計(A+B) 334

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
田辺市 Ｌ＝60ｍ ○ 23 24 60

合計 60

所管省庁名事業箇所名

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

全体事業費

－

　中心市街地家賃補助事業

　街なか住み替え支援

－
地域創造
支援事業

－

事業期間（いずれかに○）

　背戸川都市下水路

事業主体

　まちづくりプロジェクト支援

－

－事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

都市下水路事業

－

－

規模

0

うち民負担分

0




